
令
和
６
年
11
月
14

４
日
令
和
６
年
度
支

部
長
等
研
修
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

支
部
長
等
研
修
会
は

２
年
に
1
回
東
部
、

中
部
、
西
部
の
輪
番

制
で
開
催
さ
れ
て
き

ま
し
た
が
、
こ
こ
最

近
は
コ
ロ
ナ
の
影
響

も
あ
り
５
年
ぶ
り
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
は
中
部

地
区
協
議
会
の
担
当

で
研
修
先
は
航
空
自

衛
隊
静
浜
基
地
、
懇

親
会
は
藤
枝
市
内
の

小
杉
苑
で
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
部
隊
研
修

に
は
永
井
会
長
以
下

20
名
、
西
部
地
区
か

ら
は
協
議
会
長
、
引

佐
連
合
支
部
長
、
掛

川
支
部
長
、
大
日
精

化
支
部
長
の
４
名
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

研
修
に
先
立
ち
役
員

会
を
実
施
し
、
以
下

の
報
告
、
検
討
事
項

に
つ
い
て
話
し
合
い

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

永
井
会
長
か
ら
は
関

東
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク

研
修
会
の
結
果
発
表

が
あ
り
、
隊
友
会
が

従
前
か
ら
実
施
し
て

い
る
防
衛
政
策
提
言

よ
り
、
隊
友
会
と
し

て
は
退
職
自
衛
官
の

就
職
援
護
が
重
要
で

あ
り
、
隊
員
の
処
遇

改
善
、
定
年
後
の
２

回
目
の
以
降
の
就
職

援
護
に
つ
い
て
充
実

す
べ
き
と
の
提
言
を

行
っ
た
と
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
県
隊
友
会
と

し
て
は
県
及
び
支
部

の
慰
霊
顕
彰
活
動
が

や
や
低
調
で
あ
り
、

新
た
な
活
動
と
し
て

「
静
岡
縣
護
國
神
社

の
清
掃
奉
仕
に
参
加

す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
護
國
神
社
の

清
掃
奉
仕
活
動
は
各

県
で
実
施
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
今
年
か

ら
静
岡
県
も
実
施

（
毎
年
12
月
23
日
０

８
０
０
～
０
９
０
０
、

社
務
所
前
集
合
、
清

掃
後
昇
殿
参
拝
、
清

掃
用
具
は
神
社
の
貸

出
）
す
る
こ
と
が
決

ま
り
ま
し
た
。
中
部

地
区
が
中
心
と
な
っ

て
実
施
す
る
活
動
で

す
が
、
他
地
区
の
会

員
で
参
加
で
き
る
方

は
挙
っ
て
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。

現
在
、
公
益
財
団

法
人
特
攻
隊
戦
没
者

慰
霊
顕
彰
会
（
以
下

「
特
攻
慰
霊
顕
彰
会
」
）

に
よ
っ
て
平
成
19
年

４
月
か
ら
全
国
各
地

の
護
国
神
社
に
順
次

「
あ
ゝ
特
攻
勇
士
之

像
」
建
立
奉
納
事
業

が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
静
岡
県
で
も
静

岡
縣
護
國
神
社
へ
の

建
立
計
画
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
奉
納

事
業
は
護
國
神
社
と

護
國
神
社
と
関
係
の

深
い
団
体
（
奉
賛
会

等
）
の
支
援
の
下
、

建
立
後
の
祭
事
と
維

持
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
然
し
な
が
ら
奉

賛
会
等
の
主
力
が
旧

軍
の
方
々
か
ら
隊
友

会
等
の
自
衛
隊O

B

の

会
に
移
り
つ
つ
あ
る

現
状
か
ら
静
岡
県
隊

友
会
も
防
衛
協
会
と

一
緒
に
建
立
計
画
段

階
か
ら
支
援
組
織

（
奉
賛
会
等
）
を
立

ち
上
げ
、
建
立
後
は

神
社
側
が
慰
霊
祭
神

事
と
日
常
の
管
理
を
、

奉
賛
会
等
が
慰
霊
祭

準
備
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
よ
う
支
援
し

て
い
く
予
定
で
す
。

ま
た
、
建
立
さ
れ
る

予
定
の
「
あ
ゝ
特
攻

勇
士
之
像
」
の
清
掃

等
は
護
国
神
社
の
清

掃
奉
仕
活
動
と
合
わ

せ
て
支
援
し
て
い
く

予
定
で
す
。

静
岡
県
隊
友
会
は

平
成
22
年
４
月
に
静

岡
県
と
締
結
し
た

「
災
害
時
に
お
け
る

県
と
の
協
定
に
基
づ

き
、
災
害
等
情
報
収

集
伝
達
訓
練
を
令
和

７
年
１
月
下
旬
に
実

施
予
定
で
す
。
詳
細

は
事
務
局
か
ら
各
支

部
長
に
メ
ー
ル
等
で

連
絡
が
あ
る
予
定
で

す
。そ

の
ほ
か
に
静
岡

県
隊
友
会
の
次
期
会

長
、
理
事
等
の
候
補

者
の
紹
介
が
あ
り
、

役
員
会
は
閉
会
と
な

り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
本
年
７
月

ま
で
１
空
団
副
司
令

を
さ
れ
て
い
た
宮
川

基
地
司
令
の
講
和
が

あ
り
、
最
近
の
若
い

隊
員
と
の
接
し
方
や

教
育
指
導
に
苦
慮
さ

れ
て
い
る
様
子
で
し

た
。
そ
の
後
戦
前
の

静
浜
基
地
に
展
開
し

て
い
た
芙
蓉
部
隊
の

ビ
デ
オ
視
聴
後
、
最

後
は
本
年
１
月
に
発

生
し
た
能
登
半
島
地

震
で
の
災
害
派
遣
の

ス
ラ
イ
ド
を
隊
員
の

活
躍
ぶ
り
を
見
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
活
発
な
質
疑

応
答
も
あ
り
、
基
地

施
設
研
修
は
ス
キ
ッ

プ
し
、
懇
親
会
に
移

行
し
ま
し
た
。

懇
親
会
は
隊
友
会
関

係
者
19
名
、
基
地
か

ら
は
宮
川
基
地
司
令
、

浅
沼
副
司
令
、
佐
藤

総
務
部
長
、
石
部
准

曹
士
先
任
４
名
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。

開
催
に
先
立
ち
地
元

「
如
月
会
」
に
よ
る

津
軽
三
味
線
の
す
ば

ら
し
い
演
奏
を
鑑
賞

後
、
懇
親
会
に
移
り

ま
し
た
。
今
ま
で
コ

ロ
ナ
禍
で
一
堂
に
会

し
て
酒
を
酌
み
交
わ

す
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
飲
み

に
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重

要
性
を
再
確
認
し
た

懇
親
会
と
な
り
盛
会

の
う
ち
に
閉
会
と
な

り
ま
し
た
。

令
和
８
年
の
支
部
長

等
研
修
会
は
西
部
地

区
が
担
当
と
な
り
ま

す
。
浜
松
基
地
並
び

に
浜
松
支
部
を
は
じ

め
と
す
る
各
支
部
の

皆
様
の
ご
支
援
、
ご

協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
支
部
長
等
研
修

会
を
開
催
し
た
い
と

存
じ
ま
す
。
２
年
先

の
話
で
す
が
紙
面
を

お
借
り
し
て
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
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浜松支部理念

互 助
奉 仕
協 力

静
岡
県
隊
友
会
支
部
長
等
合
同
研
修
会

募集期間:Ｒ６.１１.１～Ｒ７．３.３１

講座予定日:Ｒ．７．５月～６月 全３日間

１日目:Youtubeによる受講

２日目:土曜日 1000～1600 講義等

３日目:土曜日 1000～1600 講義等

参加申込:細部が決まりしだい希望者にご連

絡します。

参加費:３，０００円 支部より負担します。

その他:浜松市で定員３０名の養成講座なの

で希望者全員が参加はできません。

担当:副支部長 春名 正徳

TEL:090-5035-8448

E-mail:taiyukai.hamamatsu@gmail.com

災害ボランティアコーディネーター養成講座の参加希望者募集

浜
松
支
部
は
県
隊
友
会
の
事
業
計
画
に
基
づ

き
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
養
成
し
ま
す
。
浜
松
市
の
災
害
時
に
支
援
を

必
要
と
す
る
方
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
つ
な
ぐ
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成
講

座
の
参
加
希
望
者
を
募
集
し
ま
す
。
希
望
者
は

担
当
ま
で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。



令
和
７
年
２
月
11

日
（
火
）
ア
ク
ト
シ

テ
ィ
浜
松
中
ホ
ー
ル

に
お
い
て
、
「
建
国

記
念
の
日
奉
祝
式
典
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

浜
松
支
部
は
例
年

と
同
様
に
同
式
典
の

後
援
団
体
と
し
て
開

催
当
日
に
支
援
活
動

を
実
施
し
ま
す
。

会
員
の
皆
様
で
当

日
の
活
動
に
ご
協
力

い
た
だ
け
る
方
は
下

記
の
担
当
ま
で
ご
連

絡
い
た
だ
き
た
い
と

存
じ
ま
す
。

ま
た
、
式
典
だ
け

の
参
加
も
ご
家
族
、

お
友
達
を
お
誘
い
の

う
え
多
数
の
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。

令
和
６
年
11
月
９

日
（
土
）
ホ
テ
ル
ア

ソ
シ
ア
静
岡
に
て
静

岡
地
方
協
力
本
部
創

部
70
周
年
記
念
の
祝

賀
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
祝
賀
会
で
は

田
代
裕
久
自
衛
隊
静

岡
地
方
協
力
本
部
長

と
静
岡
県
防
衛
協
会

会
長
代
理
出
席
の
も

と
多
く
の
来
賓
、
招

待
者
等
で
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
自

衛
隊
静
岡
地
方
協
力

本
部
長
か
ら
は
、
自

身
の
自
衛
隊
人
生
を

振
り
返
り
35
年
前
の

自
衛
隊
の
置
か
れ
て

い
た
環
境
と
そ
の
変

化
、
静
岡
地
本
の
活

動
と
努
力
に
つ
い
て

話
さ
れ
、
最
後
に
静

岡
地
本
は
「
静
岡
県

民
の
た
め
、
国
家
国

民
の
た
め
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
今
後
も
精
力

的
に
職
務
に
邁
進
す

る
と
力
強
い
言
葉
で

締
め
く
く
ら
れ
ま
し

た
。
来
賓
と
し
て
細

野
豪
志
衆
議
院
議
員
、

牧
野
京
夫
参
議
院
議

員
、
勝
俣
孝
明
衆
議

院
議
員
、
深
澤
陽
一

衆
議
院
議
員
、
若
林

洋
平
参
議
院
議
員
ら

の
祝
辞
が
あ
り
、
６

市
長
２
町
長
他
陸
空

自
衛
隊
の
所
在
部
隊

長
等
145
名
の
参
加
者

で
賑
わ
い
ま
し
た
。

国
会
議
員
の
方
も

自
衛
官
の
危
機
的
な

募
集
状
況
に
つ
い
て

触
れ
、
国
会
議
員
が

一
致
団
結
し
て
自
衛

官
の
処
遇
・
勤
務
環

境
改
善
の
取
り
組
む

こ
と
に
言
及
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
10
月
25

日
に
石
破
首
相
を
議

長
と
す
る
「
自
衛
官

の
処
遇
・
勤
務
環
境

の
改
善
及
び
新
た
な

生
涯
設
計
の
確
立
に

関
す
る
関
係
閣
僚
会

議
」
の
初
会
合
が
開

か
れ
、
11
月
８
日
に

は
早
く
も
２
回
目
が

開
催
さ
れ
た
旨
の
紹

介
が
あ
り
ま
し
た
。

石
破
内
閣
は
自
衛
官

の
処
遇
・
勤
務
環
境

の
改
善
及
び
新
た
な

生
涯
設
計
の
確
立
は

最
重
要
喫
緊
の
課
題

で
あ
り
、
最
優
先
で

取
り
組
ん
で
い
る
と

の
力
強
い
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

隊
友
会
か
ら
は
永

井
会
長
、
若
杉
相
談

役
、
藤
野
副
会
長
、

中
谷
副
会
長
、
明
和

事
務
局
長
、
加
藤
理

事
役
、
鈴
木
沼
津
支

部
長
と
７
名
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。
一

方
静
岡
地
方
協
力
本

部
の
西
部
地
区
で
は

有
吉
浜
松
所
長
、
五

十
嵐
浜
北
所
長
、
菊

池
袋
井
所
長
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。
自

衛
官
の
募
集
環
境
及

び
処
遇
改
善
が
今
国

会
で
検
討
さ
れ
始
め

た
の
は
一
歩
前
進
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
米

軍
で
は
軍
人
に
な
っ

て
20
年
間
働
け
ば
恩

給
が
付
き
、
さ
ら
に

軍
属
と
な
っ
て
米
軍

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
職

務
に
20
年
携
わ
る
と

恩
給
は
２
倍
と
な
る

そ
う
で
す
。
ま
た
こ

れ
以
外
に
も
医
療
費

減
免
、
各
種
割
引
な

ど
特
典
は
多
数
あ
り

ま
す
。
ハ
ワ
イ
に
は

退
役
軍
人
や
軍
人
・

軍
属
が
利
用
で
き
る

専
用
の
ホ
テ
ル
が
あ

り
、
格
安
料
金
で
利

用
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。
米
軍
の

恩
給
制
度
や
退
役
軍

人
の
処
遇
、
福
利
厚

生
を
是
非
参
考
に
し

て
い
た
だ
き
た
い
も

の
で
す
。
自
衛
官
に

も
米
軍
人
並
み
の
名

誉
と
誇
り
、
そ
れ
に

見
合
う
十
分
な
恩
給
・

年
金
等
大
胆
な
思
い

切
っ
た
処
遇
改
善
が

必
要
だ
と
感
じ
た
の

は
私
だ
け
だ
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
。
そ
れ

と
も
高
望
み
な
の
で

し
ょ
う
か
。

祝
賀
会
の
最
後
は

永
井
会
長
の
締
め
で

盛
会
の
う
ち
に
閉
会

と
な
り
ま
し
た
。
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浜松支部行事予定 浜 松 支 部 の 会 勢

http://taiyukai.or.jp/wordpress/

編 集 後 記

隊
友
の
訃
報

謹
ん
で
お
悔
や
み

申
し
上
げ
ま
す

数字で見る支部活動(R6.10.25 現在)

★実勢会員数：３０２名

正会員：２７７名

特別会員： ２５名

★「隊友はままつ」発行部数：６００部

手配り：４６部

メール便：２５３部

郵送:０部

基地内配布：２６１部

その他:４０部

◎一水会:1月8日、2月5日、3月5日

１８：３０～

浜松市農村環境改善センター

◎浜松基地賀詞交歓会:1月上旬

◎建国記念の日奉祝式典:2月11日(火)

アクトシティ浜松

建
国
記
念
の
日
奉
祝
式
典
協
力
者
募
集

建国記念の日奉祝式典担当者

支部長 新田 満 📞090-1833-5919

副支部長 山口 芳則 📞090-4118-1082

浜松市建国記念の日奉祝運営委員会ホームページ

http://hamamatsukenkoku.blog.fc2.com/
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今年も「隊友はままつ」を閲覧いた

だきありがとうございました。来年も

隊友の皆様に愛されて閲覧していただ

ける「隊友はままつ」を目指して編集

しますので、来年も引き続いて記事を

募集しております。また、浜松支部の

フェイスブック、ホームページ、ユー

チューブも併せて更新しておりますの

で閲覧をお願いします。来年もよろし

くお願いいたします。
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メールアドレスの登録のお願い
浜松支部では、支部の行事、会員の入院、訃報などの情報を早

急にお知らせするために、メールアドレスをお持ちの方は下記

の浜松支部のメールアドレスに登録の氏名等を記載してメール

の送信をお願い致します。

taiyukai.hamamatsu@gmail.com
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